






































CTotal Cost of Ownership)削減の観点からの分析を行い、ライセンスマネジメントの方法について考察するo
第5章では、セキュリティポリシーの世界標準化動向と日本の現状について分析し、セキュリティ評価の国際標準
である 18015408について分析し、セキュリティポリシーのあり方について考察するo
第6章では、情報資産保護の今後の方向性を考察し、政策提言を行う。
論文審査の結果の要旨
本論文は、グローバル企業において情報資産が受けるコンビュータウィルス及び不正アクセスの脅戚からの保護と、
ライセンスマネジメントのあり方を分析し、セキュリティポリシーについて考察したものであるo
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我が国においては、近年急速にウィルス被害・ハッカー被害が増加しており、本論文はこれらに対する理論的考察
を行うとともに、具体的事例をもとに対策提言を行っているo
本論文の特徴は、著者がグローパル企業において長期間情報システム部門に在籍した経験をもとに実務者から見た
情報資産保護が理論的に論じられている点である。すなわち、実務を担当した者でないと分からない、ウィルス対策
の事例を紹介して、それを現場で如何に定着させるかについて、具体的に方法論を展開しているo
また、組織的対策、管理的対策、技術的対策のフレームに分類するなど、トータルコスト削減の視点からも新たな
分析を加え、セキュリティポリシ一策定の重要性を説いている。その際、国際標準化を含めた18015408を考慮した
ポリシ一策定などそれぞれの対策を有機的に結びつけることにより、より効果の高い効率的な対策実施が可能となる
ことを示している。
さらに、ネットワークの公衆衛生としてワクチンの必要性を説いており、ウィルス被害減少のための新しい提言を
行っているo
以上の理由から、本論文を博士(国際公共政策)の学位授与に値するものと判定するo
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